














































































母集団：男女 16 才～59 才のインターネット利用
者（日本・韓国とも）
サンプル構成：「通信利用動向調査」（日本）、
































































































































97 年以前 337 65.9 34.1 319 60.5 39.5
00 年以前 385 49.6 50.4 458 51.7 48.3












低利用 344 65.9 34.1 260 55.4 44.6
普通 521 49.6 50.4 475 54.5 45.5























































低利用 344 1.2 32.0 25.3 38.7 2.9 260 2.7 30.8 15.4 46.5 4.6
普通 521 0.8 24.2 21.7 48.2 5.2 475 1.7 24.6 13.1 52.2 8.4
















低利用 344 2.3 3.2 9.9 54.4 29.4 0.9
普通 521 2.1 1.9 10.9 50.9 32.2 1.9















低利用 260 6.2 3.8 20.8 38.8 25.4 5.0
普通 475 7.6 2.7 12.8 46.1 24.4 6.3












































3 時間未 591 54.5 45.5 339 29.2 70.8








































低利用 344 54.9 45.1 260 33.5 66.5
普通 521 62.4 37.6 475 38.9 61.1







d)地域 e)国際 f)芸能 g)スポーツ
低利用 344 8.1 14.2 16.0 10.8 6.7 5.8 9.3
普通 521 16.5 26.1 25.3 16.5 12.3 15.5 22.1





d)地域 e)国際 f)芸能 g)スポーツ
低利用 260 10.0 23.1 15.0 5.4 4.6 7.3 14.2
普通 475 12.8 31.8 24.8 10.5 12.6 18.7 27.8
高利用 285 9.8 30.5 34.7 13.0 15.4 35.1 33.0
表 8．ニュースへの興味×インターネット利用度　カイ 2乗値
政治 経済 事件・事故 地域 国際 芸能 スポーツ
日本 33.72 47.96 31.09 20.46 43.49 25.46 38.68




















































　たとえば、そのうちの 2009 年 1 月 12 日午前に
出た「情報源のブログ 番組側が自作［new］」と
いうフロント・ページのトピックラインをクリッ
クする。（掲載開始：1月 12 日（月）10 時 29 分、












































日Ё8 時 4 分」「〈BPO〉NHKの従軍慰安婦特集
を検証へ（毎日新聞）9日Ё22 時 47 分」「山本モ
ナ復帰表明のファクス全文（産経新聞）12 月 25












関する三委員長の見解と提言（2003 年 12 月 11
























































































































N よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき
低利用 344 9.7 30.5 4.7 37.7 4.7 25.9 2.2 19.9
普通 521 18.3 27.7 18.9 44.2 12.4 33.4 11.6 28.3










N よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき
低利用 260 14.5 30.1 12.4 43.4 8.8 35.3 4.4 25.7
普通 475 22.3 25.4 16.5 48.2 13.7 36.0 6.3 29.9










日本 78.09 148.06 100.04 112.07





































N よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき
低利用 344 9.7 30.5 4.7 37.7 4.7 25.9
普通 521 18.3 27.7 18.9 44.2 12.4 33.4








N よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき
低利用 260 2.8 23.7 4.0 31.3 4.0 31.3
普通 475 4.3 32.8 5.4 31.7 7.4 33.2








日本 87.33 93.85 121.49









































N よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき
97 年以前 337 21.5 29.0 23.6 46.5 16.0 32.6 13.0 33.5
00 年以前 385 18.0 30.6 17.7 41.9 13.2 30.4 11.3 25.8










N よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき
97 年以前 319 24.8 23.2 23.5 42.9 19.0 33.9 11.0 30.6
00 年以前 458 22.3 24.4 19.9 45.8 14.7 38.8 8.4 27.8










日本 16.22 33.99 7.57 23.79








































































低利用 344 26.8 23.7 22.9 14.6 6.8 3.1 1.9
普通 521 52.8 45.2 36.4 30.5 11.3 8.8 4.5















低利用 260 25.3 22.1 22.9 13.3 6.8 4.0 4.4
普通 475 42.1 41.2 36.4 24.9 11.3 7.8 9.1














日本 112.10 128.94 134.07 105.68 92.60 72.71 86.59
韓国 68.04 65.46 78.57 58.40 39.68 28.69 33.54
有意水準　自由度＝6　㎆＜.05 水準：12.59　㎆＜.01 水準：16.81
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索して、ピンホール的な情報を捉えるのに適して
いる。しかし、ネット熟達者達は、ネットでニュ
ースを取得する経験のなかで、それだけではない
インターネットの様々な使い方、効用を発見して
いるのである。確かに、日常的に検索などで利用
することを考えてみれば、ポータルサイトは歴史
上かつてない程身近な位置で、人々に常時ニュー
ス情報を提供しているといえる。
７．結論
　本論の問題設定の第一は、インターネット利用
における熟達者は、ニュース情報摂取に関して、
リテラシーの高い方法をとっているといえるかで
あった。これに関しては、既に見てきたように、
肯定的な結論が下せるであろう。従来のマスメデ
ィア型のニュースにおいて、最も弱点であったの
は、ニュースの背景や、言葉の定義に関する理解
であったと考えられる。「解説機能」は新聞にお
いては優れているが、読者が疑問に思う全ての点
を解説することは不可能であり、一定の理解水準
に達するには、「毎日読む」という行為が不可欠
である。インターネット内のニュースにおいては、
既に見たようなポータルサイト内に張られたリン
クだけでなく、検索やリンクの機能から、広く理
解を進めることができる構造になっている。
　インターネット熟達者は、こうしたメリットに
きわめて良く適応していることが確認された。逆
にいえば、インターネットの利用に未熟な人々は、
こうした情報の摂取の機会から取り残されている
可能性がある。さらに、こうした情報を活用する
ためには、ネット内の情報の信頼性の評価に関す
る能力が不可欠であり、利用能力の未熟な者に、
踏み込んだ情報の利用をためらわせる要因ともな
っていると推測される。そうであるとすると、ポ
ータルサイトが行っているような、ニュースに多
様なリンクを付加して提示するというやり方は、
ニュース情報に関する知識格差を縮小するのに役
立っていると考えられる。その場合、リンク先の
信頼性をポータルサイトは保証するのか、それと
も閲覧者の自己責任とするのかという、なかなか
やっかいな副次的な問題がある。
　問題設定の第二は、インターネットの熟達者は、
そのときどきの自分のニーズにしたがって、ネッ
ト内外の多様なメディアの中から、最適なニュー
ス情報を摂取しようとする傾向があるか、であっ
た。これに関しても、こたえは肯定的である。た
だし、それは「メディアの使い分け」の進化とい
う方向というよりも、熟達者達はインターネッ
ト・ニュースサイトの様々な使い方を、自己の情
報行動に織り込んでいるのだというべきであろう。
　インターネットの熟達者は、インターネット内
で行動するときに、最適化した情報の取得を自覚
しておこなっている。この「自覚」の部分が重要
である。人が情報取得の条件を意識するのは「知
りたい」と思ったときではなく、「こうすれば分
かる」という形で意識できたときなのである。
　メディアへの評価は、自分がそのメディアの機
能を予期の構造として、内在化できている場合に
限り、顕在化されるという性格をほとんど宿命的
に持っている。そのため、一定の評価を持たない
限り、接触動機も起こらず、情報摂取行動も開始
されない。
　インターネットのような知識の構造を持ったメ
ディアは、マスメディアのように、一方的に受け
手に情報を注ぎ込むという機能が弱いため、その
使い方に慣れている人とそうでない人の間に、結
果として深刻な格差を生んでいく。しかし、その
格差は、不利な立場におかれた人に情報が届かな
いという形ではなく、熟達した人にだけ届く情報
があるという構造であるために、積極的な問題意
識とはなりにくいし、社会的にも課題化しにくい
のである。
この研究は、2004 年度～2006 年度　科学研究
費補助金（基盤研究（B）（2））研究課題番号
16330108　├インターネット・ニュースサイト
のジャーナリズム機能に関する日韓比較研究」
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